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“ 相手に情報を伝える能力 ”。一見簡単なことのようですが、構成している要

素を分解していくと、我々の社会的活動を支えている奥深いコミュニケーショ

ンの機能が見えてきます。人間と情報のよりよい関係をつくるためには、生

活からこういった本質的な部分を丁寧に見抜き、自分で活用していくサイクル

を作ることが重要です。今回は情報デザインの細部までは踏み込みませんが、

体験を元にその考え方を高校生向けの教育活動として現場で応用していける

ような学びの機会を提供したいと考えております。

〒214-8580 神奈川県川崎市多摩区東三田2-1-1

http://www.senshu-u.ac.jp/
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日本情報科教育学会 企画委員会 / 専門教育研究部会

「高等学校情報科における科学的ミニマムエッセンシャルズ

のための教育プログラムの開発」研究プロジェクト 

[ 平成19 年度 科学研究費補助金 基盤研究 (B) 

研究課題番号：19300285]

無意識に行っているコミュニケーションのモデルを体験を通して理解する方法
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トピック 

教室内の学生間の集合に生まれる潜在的な情報に着目した可視化実験

 13:00-17:00 

情報科関連科目の指導に携わる、小学校／中学校／高等学校の教員、

および教育関係機関の職員のみなさま

情報科教員養成に関わる、大学教員／職員／学生のみなさま

情報デザインに興味をお持ちの一般のみなさま

対象者（募集人数 30 名程度）

材料準備のため、メールにて事前申し込みをお願いします。

[ kamihira@isc.senshu-u.ac.jp ]まで、件名「ワークショップ参加申し込み」とし、

お名前 / 所属 /メールアドレスを添えて、前日（8/10）までにお申し込み下さい。

参加料は無料です。

専修大学 生田キャンパス 
  10 2 10214教室Ｆ号館

8

講師：上平 崇仁 [ 専修大学ネットワーク情報学部 准教授 / インタフェースデザイナー ]

13:00-16:55

13:00-13:20　イントロダクション

13:20-14:50　ワークショップ1（講義、リフレクション含む）

14:50-15:00　休憩

15:00-16:30　ワークショップ 2（講義、リフレクション含む）

16:30-16:55　まとめ（事後アンケート、片付け等）

   16:55-17:00 本イベントのまとめ

[1 ]
[2 ]

ペーパープロトタイピングを応用したコミュニケーションゲームの制作

教室でできる参加型情報グラフィックス

教材制作協力：黒川麻美、通堂翔太

参加申込

※このワークショップではコンピュータは使いません。
　簡単な工作と実演を行いますので、カッターナイフと定規をご持参下さい。 

[ 専修大学上平研究室 ] 

ワークショップ

お問い合わせ先

専修大学 上平研究室

Tel.044-911-1028

Mail. kamihira@isc.senshu-u.ac.jp

◎小田急線向ヶ丘遊園駅下車

　北口からバス10 分｜南口から徒歩18分

日 時

会 場


